
＜事例概要＞

①80歳代、肺炎のため緊急入院した患者。
②認知症、脳梗塞、誤嚥性肺炎の既往、食物による窒息歴あり。自宅では肉を一口大と
していた。食事中のむせあり。
③家族より前日までパンを食べていたと情報あり、常食と入力。言語聴覚士へ摂食嚥下
機能の評価を依頼した。
④入院後、入眠と覚醒を繰り返し、呂律不良あり。初回食で常食を提供。体位をリクラ
イニング位とし、配膳後に介助者は退室。約20分後に訪室すると、心肺停止の状態で発
見。胸骨圧迫を開始し、食物残渣を吸引したが、約30分後に死亡。
⑤死因は、窒息。解剖無、死亡時画像診断（Ai）有。
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